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昭
和
47
年
に
制
定
し
ま
し
た
三
鷹
市

文
化
財
保
護
条
例
を
全
部
改
正
し
、
平

成
18
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

産
業
・
社
会
構
造
や
市
民
の
意
識
の

変
化
に
伴
い
、
保
護
対
象
の
拡
大
と
保

護
手
法
の
多
様
化
を
図
る
た
め
に
、
文

化
財
保
護
法
が
昨
年
一
部
改
正
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
改
正
趣
旨
を
条
例
に
反

映
す
る
た
め
、
さ
ら
に
は
、
三
鷹
市
自

治
基
本
条
例
の
理
念
に
基
づ
き
、
保
存

と
活
用
を
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
行
う

こ
と
を
明
記
す
る
た
め
に
、
全
部
改
正

し
た
も
の
で
す
。

条
例
の
概
要

１
　
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
改
正

①
種
別
な
ど
条
例
全
体
を
現
行
の
文
化

財
保
護
法
の
体
系
に
基
づ
き
整
理
し
、

法
と
の
整
合
性
を
図
り
ま
し
た
。

②
文
化
財
専
門
委
員
の
設
置
に
関
す
る

条
例
を
廃
止
し
、
文
化
財
保
護
法
を

根
拠
と
し
た
文
化
財
保
護
審
議
会
を

本
条
例
に
位
置
付
け
ま
し
た
。

２
　
文
化
財
保
護
法
の
一
部
改
正
の

趣
旨
に
基
づ
く
改
正

広
く
地
域
文
化
財
の
保
存
と
活
用
を

図
る
た
め
、
登
録
文
化
財
の
制
度
を
創

設
し
ま
し
た
。

３
　
三
鷹
市
独
自
の
改
正

①
市
指
定
文
化
財
だ
け
の
た
め
の
条
例

で
は
な
く
、
市
内
文
化
財
全
体
の
保

存
お
よ
び
活
用
を
直
接
の
目
的
と
し

ま
し
た
。

②
市
の
責
務
と
市
民
な
ど
の
責
務
を
定

め
、
市
民
と
の
協
働
を
明
記
し
ま
し

た
。

③
事
業
者
の
役
割
を
明
記
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
お
よ
び
市
で
は
、
新
た

な
条
例
に
基
づ
き
、
貴
重
な
地
域
の
文

化
財
の
保
存
お
よ
び
学
校
教
育
や
生
涯

学
習
の
場
に
お
け
る
活
用
を
積
極
的
に

図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
の
た
め
の

新
た
な
仕
組
み
を
、
市
民
の
み
な
さ
ん

と
の
協
働
に
よ
り
作
っ
て
い
き
ま
す
。
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「
み
た
か
生
涯
学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
　
団

体
・
サ
ー
ク
ル
情
報
２
０
０
６
」
を
こ
の

ほ
ど
発
行
し
ま
し
た
の
で
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
市
民
が
「
い

つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
、
そ
し

て
い
つ
ま
で
も
」
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
平
成
17
年
５
月
に
策
定
し
た
「
み
た
か

生
涯
学
習
プ
ラ
ン
２
０
１
０
（
三
鷹
市
生

涯
学
習
計
画
）」
に
基
づ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
生
涯
学
習
活
動
を
さ
れ
て
い
る
団
体
・

サ
ー
ク
ル
の
情
報
の
提
供
を
中
心
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

平
和
・
人
権
・
自
治
、
安
全
・
生
活
環

境
、
健
康
・
福
祉
、
教
育
・
子
育
て
、
文

化
・
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
別

に
分
け
て
団
体
・
サ
ー
ク
ル
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
市
内
施
設
を
利
用
し
て
活
動
す

る
グ
ル
ー
プ
の
紹
介
の
ほ
か
、
児
童
青
少

年
の
育
成
に
取
り
組
む
団
体
や
、
関
連
施

設
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
17
年
度
よ
り
発
行
の
「
み

た
か
生
涯
学
習
事
業
情
報
（
イ
ベ
ン
ト
・

講
座
な
ど
）」
は
、
今
年
度
か
ら
、
年
４
回

（
４
月
・
７
月
・
10
月
・
１
月
）
の
発
行
を

し
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ

い
。ど

ち
ら
も
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

http://www.city.m
itaka.tokyo.jp

▽
配
布
場
所

市
政
資
料
室
（
市
役
所
２
階
）、
生
涯
学

習
課（
教
育
セ
ン
タ
ー
２
階
）、
図
書
館
、
社

会
教
育
会
館
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
第
二
体

育
館
）、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
。
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東台小学校から離れたと
ころにあった東台小学童保
育所を学校の敷地内に移設
し、学童保育所に通う児童
の安全の向上を図るととも
に、定員を40人から80人
に増やしました。
平成18年３月25日には、
市長、議長、教育長、学校
長、父母と教師の会や地域
の団体、学童保育所保護者
会のみなさんが一堂に会
し、施設の内覧会・開所式
を行いました。
新たに建設された学童保
育所を拠点として児童の健
全育成に向けて取り組んで
いきます。
e生涯学習課@内線3311

「
に
し
み
た
か
学
園
」
の
開
園
式

小
・
中
一
貫
教
育
校
「
に
し
み
た
か
学
園
」

の
開
園
式
が
、
４
月
５
日
d
午
前
10
時
か
ら

第
二
中
学
校
の
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
園
式
に
は
、
在
校
生
代
表
と
し
て
、
第
二

小
学
校
、
井
口
小
学
校
の
６
年
生
と
第
二
中

学
校
の
３
年
生
、
来
賓
な
ど
約
650
人
が
出
席

し
ま
し
た
。
大
嶺
せ
い
子
学
園
長
（
第
二
中

学
校
長
）
か
ら
の
「
に
し
み
た
か
学
園
」
の

教
育
活
動
の
充
実
と
推
進
に
向
け
た
力
強
い

あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
児
童
・
生
徒
の
代
表

３
人
が
そ
れ
ぞ
れ
小
・
中
一
貫
教
育
校
へ
の

期
待
や
思
い
を
述
べ
、
小
・
中
一
貫
教
育
校

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
に
し
み
た
か
学
園
」
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
基
盤
と
し
て
義
務
教
育
９

年
間
の
一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
し
て
、
学

校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
教
育
活
動
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

学
園
で
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

１

学
園
運
営
に
つ
い
て

小
・
中
一
貫
教
育
校
と
し
て
の
教
育
課
程

に
お
け
る
実
践
活
動
に
順
次
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

小
学
校
と
小
学
校
、
小
学
校
と
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
が
、
学
校
行
事
や
部
活
動
な
ど

を
通
じ
て
人
間
関
係
が
互
い
に
深
ま
る
よ
う

な
交
流
活
動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
小
・
中

学
校
の
教
員
が
互
い
に
情
報
交
換
し
、
学
び

あ
う
た
め
に
、
授
業
交
流
や
合
同
研
究
会
を

積
極
的
に
行
い
ま
す
。

２

小
・
中
一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て

平
成
17
年
度
に
教
育
委
員
会
で
作
成
し
た

「
国
語
」「
社
会
」「
理
科
」「
算
数
・
数
学
」

「
英
語
」「
生
き
方
・
進
路
指
導
」
の
小
・
中

一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
も
と
に
教
育
活
動
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
学
習
効
果
な
ど
に

つ
い
て
、
児
童
・
生
徒
の
実
態
を
把
握
す
る

た
め
、
学
習
達
成
度
調
査
や
学
習
に
関
す
る

意
識
調
査
、
体
力
調
査
、
保
護
者
の
意
識
調

査
な
ど
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
に
か
か

わ
っ
た
学
識
経
験
者
か
ら
、
児
童
・
生
徒
の

実
態
を
踏
ま
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
善
の
助

言
を
得
な
が
ら
、
検
証
し
て
改
善
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
で
は
今
年
度
中
に

「
音
楽
」「
図
画
工
作
、
美
術
」「
体
育
、
保
健

体
育
」「
家
庭
、
技
術
・
家
庭
」「
地
域
（
三

鷹
）学
習
」「
Ｉ
Ｔ
学
習（
情
報
教
育
）」に
つ
い

て
一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
す
。

３

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

第
二
中
学
校
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
と
し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
平

成
19
年
度
に
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
「
学
校
運

営
協
議
会
」
を
設
置
す
る
た
め
に
、
平
成
18

年
度
は
そ
の
前
段
階
の
取
り
組
み
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
機
能
を
よ
り
拡
充
し
た
「
学
校

運
営
連
絡
会
」
を
設
置
し
ま
す
。

４

検
証
組
織
の
設
置
に
つ
い
て

小
・
中
一
貫
教
育
校
の
実
践
を
検
証
す
る

た
め
、
教
育
委
員
会
事
務
局
に
「
三
鷹
市
立

小
・
中
一
貫
教
育
校
検
証
委
員
会
（
仮
称
）」

を
設
置
し
、
学
校
運
営
、
一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
実
践
に

つ
い
て
、
上
半
期
、
下
半
期
ご
と
に
現
状
把
握

を
行
い
、
そ
の
成
果
、
課
題
、
改
善
方
法
な
ど

を
向
こ
う
３
年
間
に
わ
た
っ
て
検
討
し
ま
す
。
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●総合教育相談窓口の設置
～7月から相談窓口が変わります～

教育委員会では、これまで
の教育相談、就学相談などを
連携させて総合教育相談窓口
を設置し、教育・心理・発
達・就学などの相談にかかわ
るより適切な支援を、組織的
に一元的に行っていきます。
最近の相談は多様化しており、
不登校、学校不適応、子ども
の発達上などの問題に学校で
の人間関係や家庭の問題、学
習上での悩みなどが複雑に絡
んでいる場合が多くなってい
ます。個々の相談機能を有機
的に捉え、この総合教育相談
窓口は就学前からの相談にも
対応し、学校だけでなく福祉、
医療など関係機関との連携を
迅速かつ適切に行い解決を図
っていきます。

4～6月
教育相談室は従来と変わり

ありません。
e教育相談直通@47―0110
e@内線3253～3256

就学相談室は場所が教育セ
ンター3階に移りました。

e@内線3258、3259

7月から
教育センター2階に移り総合
教育相談窓口として本格的に
業務を行います。くわしくは、
改めてお知らせします。

昨
年
実
施
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
の
結
果
、
第
二
体
育
館
地
下
１
階

変
電
設
備
室
な
ど
に
「
飛
散
状
況
に
な
い
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
」
が

確
認
さ
れ
、
現
在
除
去
工
事
を
実
施
し
て
い
る
た
め
屋
内
プ
ー
ル
は
休

場
し
て
お
り
ま
す
。

▽
工
事
期
間
　
４
月
１
日
g
〜
５
月
15
日
b
（
予
定
）

＊
併
設
の
競
技
場
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
・
弓
道
場
は
通
常
ど
お
り
利
用

で
き
ま
す
。

な
お
、
工
事
の
実
施
に
よ
り
ボ
イ
ラ
ー
が
停
止
し
ま
す
の
で
、
更
衣

室
の
シ
ャ
ワ
ー
の
温
水
が
出
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。
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屋内プールは
休場しております

三
鷹
市
文
化
財
保
護
条
例
を

全
部
改
正
し
ま
し
た

第二中学校区に小・中一貫教育校
「にしみたか学園」

（第二小学校、井口小学校、第二中学校）

が開園しました

●三鷹市立小・中学校給食のあり方検討委員会の
報告書が市のホームページでご覧になれます
三鷹市立小・中学校給食のあり方検討委員会の検
討結果を報告書にまとめ、市のホームページに掲載
していますのでご覧ください。報告書は、学務課
（教育センター１階）でも閲覧できます。
報告書では、学校内にある給食室で調理する

「自校方式」を堅持し、「食育の推進」「給食内容の
充実」「安全・衛生管理の徹底」により学校給食の
質の充実を図るとともに、これまで以上に効率化
を図るために給食調理業務の民間委託化を進める
必要があるとしています。また、献立作成や材料
の発注、でき上がった給食の検査などは学校栄養
職員および校長が責任を持って行い、民間委託す
る業務の範囲は、調理作業、洗浄作業などに限定
して行うべきとしています。
教育委員会では、この報告書を受けて、保護者
や市民のみなさんから幅広くご意見を聴きながら、
平成18年度前半に実施方針を定めていきます。
e学務課@内線3238

△
△

三鷹市山本有三記念館（山本有三氏旧宅）〔三鷹市指定有形文化財〕

http://www.city.mitaka.tokyo.jp

『みたか生涯学習
ガイドブック』
の活用を


